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（１）以下の問に答えなさい。 

(a) 以下の関数  xf のマクローリン展開を記述し、それぞれの収束半径を求めなさい。 

 (i)   
x

xf



1

1
 

    (ii)    xexf 2  

 

 

(b) 条件   013 22  yxyxg , のもとでの、関数   32 yxyxf , の最大値を求めなさい。 

 

 

(c) 次の微分方程式を満たす関数  xy （微分方程式の一般解）を求めなさい。ただし y、 'y 、

および ''y はそれぞれ  xy 、その一階導関数、および二階導関数を表している。 

22 xyyy  '''  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

（１） 

(a) 

(i)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ii)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【裏面につづく】 

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(b) 

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(c) 
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（２）以下の問に答えなさい。ただし、計算の過程も記すこと。 

(a)  以下の行列 𝑨 の行列式を求めなさい。 

 𝑨 = (
𝑎 + 𝑏 𝑐 𝑐
𝑎 𝑏 + 𝑐 𝑎
𝑏 𝑏 𝑐 + 𝑎

) 

 

(b)  以下の行列 𝑩 について (i)、(ii) の問に答えなさい。 

 𝑩 = (
1 1 1
0 1 −1
1 1 0

) 

 

(i) 行列 𝑩 の余因子行列 �̃� を求めなさい。 

(ii) 積 𝑩�̃� を求めなさい。 

 

(c)  以下の行列 𝑪 が直交行列になるような 𝑎、𝑏、𝑐、𝑑 の値を求めなさい。 

 𝑪 = (
𝑎 𝑏 𝑐
𝑎 −𝑏 𝑐
𝑎 0 𝑑

) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

（２） 

(a) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【裏面につづく】 

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(b) 

(i) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ii) 

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(c) 
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（３） 以下の問に答えなさい。 

 

(a) ある確率変数 xは平均 X、標準偏差 σの正規分布に従う。以下の問に答えなさい。なお、

正規分布は平均値±1.96×標準偏差の区間に 95%の確率密度を持つ。 

 

(i) xの観測を N回行い、観測値を xi （ただし、i = 1～N）とする。Xは既知である。最尤

推定法により標準偏差 σ を導出しなさい。導出過程を含めて解答すること。なお、正

規分布の確率密度関数は次式で与えられる。 

𝐺𝑋,𝜎(𝑥) =
1

𝜎√2𝜋
𝑒
−

1
2𝜎2

(𝑥−𝑋)2
 

 

(ii) 平均 X、標準偏差 σが既知であるとき、観測値の平均�̅�が|�̅� − 𝑋| < 𝛼（ただし𝛼は正の

定数）となる確率を 95％以上とするためには、何回以上測定を行う必要があるか答え

なさい。 

 

(b) 次の文章を読んで以下の問に答えなさい。 

 

ある母集団は成功、失敗のいずれかの値を持ち、成功の確率は pである。成功、失敗の判

定を行うために、ある検査法が使用された。この検査法は、真値が成功の時に成功と判

定する確率は x、真値が失敗の時に成功と誤判定する確率は yである。 

 

(i) 母集団からランダムに抽出されたM個の標本を検査した。次の標本数の期待値をそれ

ぞれ求めなさい。 

①成功の標本数 

②真値は成功で、正しく成功と判定される標本数 

③真値は失敗で、誤って成功と判定される標本数 

④成功と判定される標本数 

 

(ii) (i) の①および④の標準偏差を求めなさい。 

 

(iii) いま、p、yは未知とする。また、x = 1である。M個の標本に対して検査を実施し、標

本数 Aが成功と判定された。次に、成功と判定された A個の標本に対して再度検査を

実施したところ、標本数 Bが成功と判定された。この結果に基づいて pと yが満たす

方程式を導出し、ここに説明した 2セットの検査により pと yが推計可能であること

を示しなさい。 

 

 



 
 
 

以下に記入すること 

（３） 

(a) 

(i) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ii) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【裏面につづく】 

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(b) 

(i) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ii) 

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(iii) 

 


